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（H 1 N 1 ）の発生を受けて設置されたもので，たとえば，ASEAN 緊急オペレー
ション・センター・ネットワーク（ASEAN Emergency Operations Centre ［EOC］ 
Network）は加盟国間だけでなく，日中韓とも感染状況や予防，対策について情報
共有を実施した。ASEAN バイオディアスポラ・バーチャル・センター（ASEAN 
BioDiaspora Virtual Center）は ASEAN 事務局ホームページに感染状況を随時更新
するなど情報共有に努めた。
　また，4 月の特別首脳会議で，ASEAN 新型コロナウイルス対応基金（COVID-19 
ASEAN Response Fund）の設置が提案され， 6 月の首脳会議で合意された。基金









ASEAN 公 衆 衛 生 緊 急 事 態 の た め の 医 療 品 備 蓄（ASEAN Regional Reserve of 
Medical Supplies for Public Health Emergencies）が設置されることになった。ただし，
備蓄場所を新たに設置するのではなく，加盟各国が備蓄を自発的に進めるという
ものである。また，ASEAN 公衆衛生緊急事態・感染症対策センター（ASEAN 





ASEAN＋ 3 の活用が注目される。ASEAN＋ 3 は SARS 発生時に協力をしており，
適切な枠組みとして認知されていたことが，今回の取り組みにもつながったと考
えられる。 2 月の準備会合に続き， 4 月，ASEAN の会議と同時開催で ASEAN
＋ 3 特別首脳会議および保健大臣会議が開かれ，ASEAN＋ 3 緊急オペレーショ
ン・センター・ネットワークや医療品備蓄の設置が検討された。 5 月から 6 月に
か け て，ASEAN＋ 3 疫 学 専 門 家 の 会 合（ASEAN Plus Three Field Epidemiology 









































　この問題に関連して第 2 に，これらの ASEAN 諸国およびアメリカが，国連海
洋法条約（UNCLOS）の積極的活用を唱え始めた。2016年，フィリピンの要請を受
けて，常設仲裁裁判所は，中国が埋め立てを進めている島や岩礁のほとんどは












　以上の流れを受け，ASEAN 主要会議の声明において UNCLOS の位置付けに
変化がみられた。とくに 2 つの文言が注目される。ひとつは，2020年 1 月の非公
式外相会議で初めて登場した「UNCLOS は海洋の主権を決定する基礎である」
（the 1982 UNCLOS is the basis for determining maritime entitlements, sovereign rights, 




　もうひとつは，2020年 6 月の首脳会議で表明された「UNCLOS は海洋で展開
されるすべての活動に法的枠組みを提供する」（the 1982 UNCLOS sets out the 








































　2020年11月の首脳会議で，「ASEAN アイデンティティの解説」（The Narrative 

























































化など人的つながりを強化するための構想で，2010年に第 1 の，2016年に第 2 の





















2013年に交渉が始まって 7 年，世界の GDP の 3 割を占めるアジアを代表するメ







　RCEP 締結の最大の成果は統一の原産地規則の策定にある。既存の ASEAN 自
由貿易地域（AFTA）や ASEAN＋ 1  FTA と同様，付加価値の累積ルールが適用さ
れるが，メガ FTA のため，累積可能な範囲は拡大すると期待される（早川和伸
「RCEP の貿易創出効果―原産地規則の観点から」『アジ研ポリシー･ ブリーフ』


















る CPTPP に対し，RCEP は全 ASEAN 加盟国の参加が前提の ASEAN を母体とす
る FTA であり，その締結は ASEAN 協力の成果といえる。他方，非 ASEAN 諸国，
とくに相互に FTA を締結していない日本，中国，韓国にとって，ASEAN を介し





































4 月 7 日 特別保健大臣会議（ビデオ会議）1）
9 日 第25回調整理事会（ビデオ会議）
14日 特別首脳会議
特別 ASEAN＋ 3 首脳会議（ビデオ会議）





15日 第30回 RCEP 交渉会合（ビデオ会議，～20日）















第 8 回 RCEP 大臣会合（ビデオ会議， ～29日）
9 月 9 日 第53回外相会議1）
第27回調整理事会
第27回 ASEAN 地域フォーラム（ARF）（ビデオ会議，～12日）
18日 第23回 ASEAN＋ 3 財務大臣・中央銀行総裁会議（ビデオ会議）
10月 2 日 第 6 回財務大臣・中央銀行総裁会議（ビデオ会議）
14日 第11回 RCEP 閣僚中間会合（ビデオ会議）
21日 第42回農林大臣会議（ビデオ会議）1）
22日 第 9 回文化芸術大臣会議（ビデオ会議）1）
28日 第26回労働大臣会議（ビデオ会議）1）
11月 6 日 第24回社会文化共同体理事会（ビデオ会議）
12日 第37回首脳会議2）






27日 第 8 回災害管理大臣会議
第 9 回防災緊急対応協定締約国会議（ビデオ会議）
第17回 ASEAN・中国博覧会（南寧〔中国〕，ビデオ会議，～30日）
12月 1 日 第23回 ASEAN・EU 閣僚会議（ビデオ会議）
8 日 第21回女性・児童人権保障委員会（ビデオ会議）









ブルネイ Pengiran Hairani Pengiran Tajuddin
カンボジア Yeap Samnang
インドネシア Ade Padmo Sarwono
ラオス Ekkaphab Phanthavong
マレーシア Kamsiah Kamaruddin
ミャンマー Aung Myo Myint
フィリピン Noel Servigon
シンガポール Kok Li Peng
タイ Phasporn Sangasubana 
ベトナム Tran Duc Binh
　 4 　事務局名簿（2020年12月末現在）
事務総長 Lim Jock Hoi　＊ブルネイ
事務次長 Hoang Anh Tuan（政治安全保障共同体担当）　＊ベトナム
 Aladdin D. Rillo（経済共同体担当）　＊フィリピン
 Kung Phoak（社会文化共同体担当）　＊カンボジア
 Robert Matheus Michael Tene（総務担当）　＊インドネシア
（注）　＊は出身国。
